





今夏(2007年)の 7月28日出， 29日(日)の両日に大分 シンポジウム報告，須磨幸蔵，田原通信 2号， p.29， 
県中津市で第5回田原・アショフシンポジウムが島田 2006.21) .第 1回は，刺激伝導系の研究，発見で金字
達生組織委員長(大分大学医学部看護学科教授)の主催 塔を築く礎になった場所，すなわち田原が留学した





























































































































































































































































































































































































































































めた著書 rDASREIZLEITUNGSSYSTEM DES 






語版 rTheConduction System of the Mammalian 
HeardがK.Suma， M. Shimada両氏の訳出により






































































のあゆみ， 98巻4号， pp.199・204(1976) 
5 )田原先生，こちらを向いてください，須磨幸蔵，
かていてる 10周年記念特集号， 11， pp.24-27 (1978) 
6 )刺激伝導系の発見者 田原淳先生の足跡をたずね





ラム，須磨幸蔵， ミクロスコピア， 5巻 3号，
pp.43-47 (1988) 
9 )田原淳よりルートヴイヒ・アショフへの手紙，島







ミクロスコピア， 18巻 2号， pp.34-36 (2001) 
13)田原淳幻視-船出から 100年一，須磨幸蔵，ミクロ
スコピア， 20巻 2号， pp.4・5(2003) 
14)田原淳顕彰公開シンポジウムを終えて，島田達生，







20巻4号， pp.82-83 (2003) 
18)アメリカ解剖学会に参加して，島田達生，酒井清雅，
解剖学雑誌， 80巻 1号， pp. 3 -4 (2005) 
19) rペースメーカーの父・田原.1，須磨幸蔵，梓書院
(2005) 
20) N P 0法人ベースメーカーの父・田原淳の会，田
原通信創刊号(2005)
21) N P 0法人ペースメーカーの父・田原淳の会，田
原通信 2号(2006)
[談話室]“第5回田原・アショフシンポジウム"とそれにまつわる迂遠な話
22)マンガ irベースメーカーの父・田原淳j(須磨幸 22) r鴎外の思い出j.小金井喜美子，岩波文庫
蔵原著).木村壱成，梓書院(2007) 23) r遠き落日1渡辺淳一，角川文庫
